
▲常設型資源ごみ回収拠点施設の完成イメージ図。平成２４年春のオープンを目指し、平成２３年度に着手する

常設型のリサイクル広場特集

け
ま
す
。
常
設
型
の
た
め
、
こ
の
特
性
を

生
か
し
て
、
現
在
の
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
で
回
収
し
て
い
る
品
目
以
上
に
、
多
様

な
品
目
の
回
収
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
各
家
庭
で
堆
肥
化
し
て
処
理

す
る
方
法
の
普
及
啓
発
活
動
や
、
環
境
学

習
、各
種
講
座
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
不
用
品
を
展
示
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
情
報
交
換
の
場
の
提
供
な
ど
、
多
彩

な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
総
合
的
な
環
境
施
設

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
を
、
ご
み
の
減
量
と
環
境
問

題
を
考
え
る
総
合
的
な
拠
点
に
し
て
、
３

※

Ｒ
を
推
進
し
環
境
に
優
し
い
生
活
様
式
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
提
案
し
ま
す
。

協
働
で
資
源
ご
み
を
毎
日
回
収

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
常
設
型
に

※３Ｒ＝次の３つの頭文字を採って３Ｒという。①Ｒｅｄｕｃｅ・リデュース（発生抑制＝ごみを減らす暮らしづ
くり）②Ｒｅｕｓｅ ･リユース（繰返し使う）、③Ｒｅｃｙｃｌｅ・リサイクル（再生利用）

３
Ｒ
を
推
進
す
る
拠
点
に

　

市
は
、
平
成
２４
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
、来
年
度
、市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

南
側
の
阿
木
川
沿
い
に
、
常
設
型
資
源
ご

み
回
収
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
身
近
に
あ

る
資
源
の
有
効
活
用
や
環
境
問
題
全
般
の

情
報
提
供
と
体
験
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て
。
資
源
回
収

を
行
う
資
源
回
収
ス
ペ
ー
ス
や
、
各
種
講

座
な
ど
を
開
催
す
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、

事
務
室
、
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
に
は
、新
聞
や
雑
誌
、段
ボ
ー

ル
な
ど
の
古
紙
や
古
着
、
飲
料
缶
な
ど
資

源
と
し
て
再
生
利
用
が
可
能
な
も
の
を
、

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
日

開
け
る
予
定
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
都
合
の
良
い
と
き
に
利
用
し
て
い
た
だ

施設の平面図

資源回収スペース多目的スペース

リユース品の
展示販売
スペース

倉庫

事務室

　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
、
恵
那
総
合
庁
舎

駐
車
場
で
開
か
れ
て
い
る
「
日
曜
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
」
を
、
常
設
型
資
源
ご
み
回
収

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
広
場
を

運
営
し
て
い
る
市
民
エ
コ
会
議
と
、
協
働

で
施
設
を
検
討
。
平
成
２４
年
春
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
普
段
、
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
不
用
品
を
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
り
、
再
利
用
し
た
り
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
社
会
の

拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

環
境
課（
内
線
１
８
３
）
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常設型のリサイクル広場特集

集
団
回
収
の
回
収
量
が
減
少

　

市
は
、
ア
ル
ミ
缶
や
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
資
源
ご
み
と
し
て
自
治
会
な
ど
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
、
古

紙
の
回
収
は
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど

も
会
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
少
子
化
の
影
響
か
、
集
団
回

収
の
回
収
量
が
減
少
傾
向
で
す
。
こ
の
７

年
間
で
約
５
０
０
㌧
減
少
し
て
い
ま
す
。

集
団
回
収
の
回
数
も
減
少
傾
向
で
、
資
源

を
排
出
す
る
機
会
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
集
団
回
収
だ
け
で
は
、

回
収
頻
度
や
回
収
品
目
が
十
分
で
は
な

く
、
市
民
か
ら
「
家
の
中
に
新
聞
紙
や
雑

誌
が
た
ま
っ
て
い
る
が
、
出
す
方
法
が
な

く
困
っ
て
い
る
」「
休
日
に
持
ち
込
め
る

場
所
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平

成
１９
年
度
に
環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民

グ
ル
ー
プ
と
定
期
的
に
協
議
を
重
ね
る
中

で
、
市
民
の
利
便
性
の
確
保
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
促
進
、
ご
み
減
量
化
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、資
源
ご
み
拠
点
回
収
事
業「
日

曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

野
外
実
施
に
多
く
の
課
題
が

　　

平
成
１９
年
１０
月
の
第
３
日
曜
日
に
、
市

役
所
駐
車
場
で
、
１
回
目
の
日
曜
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
を
開
催
。
初
回
か
ら
大
変
好
評

で
、
来
場
し
た
車
両
は
２
３
０
台
ほ
ど
、

約
９
㌧
の
回
収
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
駐
車
場
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
駐
車
場
に
な

る
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
す
る

た
め
の
場
所
の
確
保
が
課
題
に
な
り
ま
し

た
。
利
用
者
も
増
加
し
、
会
場
が
手
狭
で

危
険
な
た
め
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら
は
、

会
場
を
恵
那
総
合
庁
舎
の
駐
車
場
へ
移
転

し
ま
し
た
。

　

総
合
庁
舎
の
駐
車
場
は
広
く
、
車
で
の

来
場
も
便
利
な
場
所
。
来
場
す
る
車
が
一

方
通
行
で
会
場
内
を
進
め
る
た
め
、
安
全

性
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
車
で
会
場
へ
行
け
な
い
方
か
ら

は
、
中
心
市
街
地
で
の
開
催
を
望
む
声
も

出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
で
行
う
た

め
、
雨
天
時
の
開
催
が
困
難
と
い
う
課
題

も
あ
り
、
過
去
に
数
回
、
天
候
を
理
由
に

中
止
し
ま
し
た
。
炎
天
下
の
夏
場
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
熱
中
症
に
な
り
そ
う
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
を
利
用
し
て
行
う
た
め
、
当
日

の
運
営
や
準
備
、
片
付
け
に
多
く
の
人
員

が
必
要
で
す
。
人
員
や
車
両
な
ど
、
協
力

企
業
に
も
負
担
が
伴
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
意
識
を
つ
く
る

　

常
設
型
資
源
ご
み
回
収
拠
点
施
設
が
で

き
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
が
、
ほ
ぼ
毎

日
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
資
源
を
排

出
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。
分
別
品
目
の

多
様
化
や
回
収
品
の
売
却
益
の
確
保
、
ス

タ
ッ
フ
の
少
人
数
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
民
が
、
自
ら
分
別
し
て
持
ち
込
む
こ

と
は
、
ご
み
の
減
量
意
識
を
つ
く
り
出
し

ま
す
。
直
接
資
源
化
さ
れ
る
も
の
を
回
収

す
る
た
め
、
収
集
運
搬
や
中
間
処
理
の
コ

ス
ト
が
不
要
で
す
。

　

単
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
拠
点
に
と
ど

ま
ら
ず
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
展
示
販
売
や
、

不
用
品
の
需
要
と
供
給
の
情
報
交
換
、
橋

渡
し
を
行
い
、
再
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
講
座
な
ど
の
開
催
や
生
ご
み

処
理
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
ご
み
問

題
の
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
市
民
が
主
導
す
る
、

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
、
多
彩
で
発
展
的

な
活
動
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
循

環
型
社
会
の
形
成
」
と
「
市
民
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
拠
点
に
な

り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
歩
み

経
験
生
か
し
循
環
型
社
会
の
拠
点
に

▲開設当初は、市役所の駐車場で開催していた

▲日曜リサイクル広場で
配布している「リサイくん通信」

▼毎月第３日曜日に恵那総合庁舎駐車場で開催されている日曜リサイクル広場▼段ボールコンポスト講座

【
現
在
の
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
】

□
と
き　

毎
月
第
３
日
曜
日
午
前
９
時
―

１１
時
（
雨
天
な
ど
で
中
止
の
場
合
は
、
告

知
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎
駐
車
場

□
回
収
品
目　

古
紙
、古
着
、飲
料
缶
、瓶
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
食
用
廃
油
、
バ
ッ
テ

リ
ー
の
７
品
目
、
１８
種
類

□
主
催　

市
民
エ
コ
会
議
（
会
員
３４
人
）

□
協
力
団
体　

東
栄
製
紙
工
業
㈱
、
東
海

エ
コ
シ
ス
テ
ム
㈱
、
ケ
イ
ナ
ン
ク
リ
ー
ン

㈱
、
㈱
ア
パ
ッ
ク
ス
、
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作

業
所
、
恵
那
バ
ッ
テ
リ
ー
電
装
㈱
、
岐
阜

県
、
恵
那
市

　
　

市
民
エ
コ
会
議
（
代
表
・
安
藤
洋
子
）

志
２
５
―
２
０
３
４

▲回収しているプラスチック類

日曜リサイクル広場の回収量と利用実績

品　目 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

紙類 ４１.１㌧ ７５.７㌧ ７２.９㌧ （５７.６㌧）

古着 ７.４㌧ １９.５㌧ １６.５㌧ （１５.３㌧）

飲料缶 ０.２㌧ ０.８㌧ １.２㌧ （０.８㌧）

瓶類 ０.８㌧ ２.３㌧ ２.５㌧ （２.７㌧）

プラスチック類 １.０㌧ ６.３㌧ ８.２㌧ （７.７㌧）

食用廃油 ０.２㌧ ０.３㌧ ０.６㌧ （０.４㌧）

合計 ５０.７㌧ １０４.９㌧ １０１.９㌧ （８４.５㌧）

開催回数 ６回 １１回 １１回 （９回）

利用実績 １,５７８台 ３,７００台 ３,８７７台（３,５３０台）

※平成１９年度は１０月から、平成２２年度は１２月までの実績

２.８８ ２.８７ ２.９０
２.７２ ２.７８ ２.７１

２.６０

２.３７

１.８５ １.７４ １.７５ １.６３ １.６５ １.６１ １.５５ １.３７

１.０３ １.１３ １.１５ １.０９ １.１３ １.１０ １.０５ １.００

３.０

２.５

２.０

１.５

１.０

０.５

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

回収量
（千㌧） 

年度

旧市

南部集団資源回収の推移

問

【
市
民
エ
コ
会
議
】

　

平
成
１８
年
、
市
内
の
環
境
活
動
団
体
や

環
境
に
関
心
の
あ
る
個
人
が
参
加
す
る
ま

ち
づ
く
り
市
民
協
会
環
境
部
会
が
「
恵
那

市
の
ご
み
の
現
状
」の
出
前
講
座
を
開
催
。

ご
み
処
理
費
用
に
年
間
１０
億
円
以
上
を
費

や
し
、
資
源
も
無
駄
に
し
て
い
る
こ
と
を

学
ん
だ
。「
自
分
た
ち
で
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
、
環
境
課
職
員
を
交
え

て
定
期
的
な
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、「
日

曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
す
る
た

め
に
、
平
成
４
年
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
し
て
い
る
「
も
の
と
心
を
大
切
に
す
る

会
」
と
、
環
境
部
会
に
参
加
す
る
個
人
で

「
市
民
エ
コ
会
議
」
を
設
立
。
現
在
の
主

な
活
動
は
、
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

や
ダ
ン
ボ　
　

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及

な
ど
で

す
。
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山
田　

利
用
状
況
は
、
平
成
１９
年
度
は
１

日
当
た
り
平
均
２
６
０
台
。
今
は
、
平
均

３
８
０
台
。
今
ま
で
の
最

高
は
昨
年
１２
月
の
５

０
４
台
で
す
。
最

近
は
、

１
日
に

４
０
０

台
ほ
ど

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
に

は
、
串
原
や
飯
地
町
な
ど
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
も
来
て
く
れ
ま
す
。
市
街
地
へ
買
い
物

に
来
る
と
き
に
「
ち
ょ
っ
と
た
ま
っ
た
か

ら
、
つ
い
で
に
持
っ
て
い
こ
う
」
そ
ん
な

形
で
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

温
暖
化
防
止
の
提
案
拠
点
に

―
常
設
型
資
源
ご
み
回
収
拠
点
施
設
の
在

り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

市
川　

環
境
問
題
は
テ
レ
ビ
で
も
頻
繁
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で

は
、
積
極
的
に
環
境
教
育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
教
室
だ
け
で
学
ん
で
い
て

も
知
識
と
な
る
だ
け
で
す
。
習
っ
た
こ
と

を
、
生
活
の
中
で
実
践
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
自
分
の
町
で
実
践
で
き
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

北
原　

拠
点
施
設
で
は
、
環
境
教
育
の
一

環
に
、
社
会
見
学
や
こ
の
施
設
で
授
業
な

ど
も
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

安
藤
（
克
）　

そ
の
こ
と
を
、
す
ご
く
期
待

し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　

子
ど
も
た
ち
に
、
３
Ｒ
の
推
進

を
も
っ
と
教
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
三
重

県
桑
名
市
の
常
設
回
収
施
設
「
ク
ル
ク
ル

工
房
」
で
は
、
学
校
の
新
任
の
先
生
が
研

修
す
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け

で
は
な
く
、
大
人
も
学
ぶ
こ
と
で
、
ご
み

を
減
ら
す
大
切
さ
が
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な

層
に
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

市
川　

本
市
は
環
境
先
進
地
に
、
子
ど
も

た
ち
に
は
環
境
博
士
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

長
谷
川　

３
Ｒ
の
推
進
が
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
る
よ
う
に
、
自
分
た

ち
の
生
活
の
方
向
を

見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

資
源
ご

み
の
回

収
拠
点

施
設
に
と
ど
ま
ら

ず
、
廃
棄
物
の
減
量
と
資
源

の
有
効
活
用
の
情
報
と
体
験
の
場
を
提
供

し
、
環
境
に
優
し
い
生
活
様
式
を
提
案
す

る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

安
藤（
洋
）　

可
燃
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
で
の
資
源
化
と
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
で
８５
㌫
も
減
ら
せ
ま
す
。
ご
み
出
し
は

１０
日
に
一
度
で
済
む
し
、
分
別
は
慣
れ
れ

ば
楽
し
い
で
す
よ
。

生
ご
み
は
自
家
処
理
が
理
想

―
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

安
藤（
克
）　

当
初
は
、
常
設
施
設
で
生
ご

み
を
回
収
し
、
堆
肥
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
た
ち
で
調
べ
て

い
く
う
ち
に
、
市
の
地
域
性
や
コ
ス
ト
面

を
考
え
る
と
、
生
ご
み
は
自
家
処
理
が
一

番
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

長
谷
川　

職
員
は
最
初
か
ら「
で
き
な
い
」

と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
わ
な
い
で

く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

樋
田　

生
ご
み
は
家
庭
の
中
で
、
自
分
た

ち
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
。

ご
み
に
出
さ
ず
家
庭

内
で
処
理
し
て

い
た
だ
く

の
が
理
想

で
す
。
行
政

が
、
方
法
や
こ
つ
の

普
及
を
直
接
行
う
こ
と
は

難
し
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
担
い
手

と
な
っ
て
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
市
内
に

は
こ
れ
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
方
た
ち
が

い
ま
す
。
家
庭
内
処
理
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
藤（
洋
）　

常
設
型
資
源
ご
み
回
収
拠
点

施
設
は
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
で
の
取
り
組
み
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
意
識
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

常設型施設の在り方と協働を語る
　日曜リサイクル広場を運営している市民エコ会議は「平成

２２年度恵那市まちづくり市民活動推進助成事業」の市民提

案型協働事業部門で、「常設資源回収ステーションの在り方」

を検討してきました。

　そこで今回、市民エコ会議とまちづくりを進めるまちづく

り推進課、環境課職員で座談会を開催し、日曜リサイクル広

場の開設を振り返りながら、常設型資源ごみ回収拠点施設の

在り方と協働について話し合いました。　

上
手
に
役
割
分
担
が
で
き
た

―
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
開
設
へ
向

け
、
市
民
団
体
と
企
業
、
行
政
で
計
画
か

ら
進
め
ま
し
た
が
、
会
議
や
準
備
は
う
ま

く
で
き
ま
し
た
か
。
ま
た
開
設
当
時
の
話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
藤
（
洋
）　

環
境
に
つ
い
て
、
職
員
と
私

た
ち
が
、
互
い
に
議
論
す
る
中
で
共
通
の

目
標
が
生
ま
れ
、
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

は
誕
生
し
ま
し
た
。
市
民
だ
け
で
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
、
市
と
一
緒
に
話
し
合

い
取
り
組
む
こ
と
で
、
実
現
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

長
谷
川　

話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
市
が

乗
っ
て
来
れ
ば
、
資
源
回
収
な
ら
で
き
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
職
員
が
協

力
企
業
や
場
所
を
選
定
、
私
た
ち
が
、
そ

の
担
い
手
で
あ
る
人
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
つ
く
る
。
上
手
に
役
割
分
担
が
で
き
ま

し
た
。

市
川　

業
者
さ
ん
も
利
益
は
二
の
次
で
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
、
企
業

も
環
境
問
題
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
い

け
な
い

時
代
の

た
め
、

運
が
良

か
っ
た
で
す
。

長
谷
川　

市
役
所
駐
車
場
で
、
広
場
を
開

催
し
て
い
た
時
は
大
変
で
し
た
。
金
曜
日

の
夜
ま
で
駐
車
場
に
は
た
く
さ
ん
の
車
が

あ
っ
た
の
で
、
職
員
が
夜
来
て
綱
張
り
を

し
、
会
場
を
確
保
し
て
く
れ
ま
し
た
。

樋
田　

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
当
然
そ
ち

ら
が
優
先
の
た
め
、
思
う
よ
う
に
会
場
を

使
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。

市
川　

市
民
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
来
た
車

を
、
知
ら
ず
に
一
生
懸
命
誘
導
。
乗
っ
て

い
る
人
も
「
何
で
か
し
ら
」
み
た
い
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

安
藤（
克
）　

職
員
の
皆
さ
ん
も
、
休
日
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
生
懸
命
動
い
て
く
れ

ま
し
た
。
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
男
性
会
員
が

で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

山
田　

私
は
、
会
員
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
手

伝
っ
て
」
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
切
っ
掛
け

で
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
や
運
営
を
す
る
た
め
に

は
、
社
会
経
験
が
豊
富
な
方
に
、
も
っ
と

参
加
し
て
ほ
し
い
。
団
塊
の
世
代
が
会
社

勤
め
を
卒
業
さ
れ
る
時
代
、
そ
う
い
う
方

た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

安
藤（
克
）　

可
児
市
の
拠
点
回
収
施
設
を

視
察
し
た
と
き
「
男
性
ス
タ
ッ
フ

が
い
な
い
と
大
変
」
と
聞
い
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
、

や
は

り
男

性
が

い
な

い
と
で
き
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

改
め
て
感
じ
た
需
要
の
多
さ

―
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
利
用
状
況
や

利
用
者
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
藤
（
洋
）　

利
用
者
は
、
中
高
年
の
方

が
多
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
意
外
と
若

い
人
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
子
ど
も
連
れ
や

赤
ち
ゃ

ん
を
抱

い
た
方
、

お
父
さ

ん
の
参
加
も
多
い
で

す
。
子
ど
も
に
分
別

さ
せ
て
い
る
姿
を
見
か
け
た
と
き
は
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
若
い

人
が
多
い
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。

市
川　

昨
年
１２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
初
め
て
利
用
す
る
」
と
答
え
た

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
日
曜
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
を
始
め
て
３
年
に
な
り
ま
す

が
、利
用
者
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
こ
と
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

長
谷
川　

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
来
た
と

き
は
、
少
し
驚
き
ま
し
た
。
高
齢
の
親
が

古
紙
な
ど
を
出
せ
な
い
か
ら
、
子
ど
も
や

親
戚
が
出
し
に
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

１
日
に
何
回
も
同
じ
人
が
来
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
か
何
か
で
、
み
ん

な
で
話
を
し
て
、
み
ん
な
の
分
を
持
っ
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
「
需
要
が

あ
る
」
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

座談会参加者（敬称略）

安藤洋
よう

子
こ

（市民エコ会議代表）

山田憲
のり

義
よし

（同副代表）

長谷川美
み

津
つ

恵
え

（同常設型施設検討部会長）

安藤克
よし

子
こ

（同生ごみ部会長）

市川その（同広報担当）

樋田健
けん

一
いち

（市環境課職員）

北原茂
しげ

昭
あき

（市まちづくり推進課職員）

▲左から安藤克子さん、長谷川さん、安藤洋子さん、山田さん、市川さん、樋田さん、北原さん。和やかな雰囲気の中で、
日曜リサイクル広場の開設を振り返りながら、常設型施設の在り方を語った
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